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国交省、主要港湾に物流特区・国交省、主要港湾に物流特区・
特大コンテナの通行可能に特大コンテナの通行可能に
19801980年にはコンテナ取扱量で神戸港が世界年にはコンテナ取扱量で神戸港が世界44位だっ位だっ
たが、たが、0606年には年には66位までをアジアの港が占め、日本位までをアジアの港が占め、日本
は東京のは東京の2323位が最高だ．位が最高だ．

顧客ニーズ顧客ニーズ
要求分析不足要求分析不足

トータルデザイントータルデザイン
能力の欠如能力の欠如

国際標準を国際標準を
無視無視

メインテナンスメインテナンス
の基本を無視の基本を無視

多くの不具合がシステムデザインの欠如多くの不具合がシステムデザインの欠如
を示していますを示しています
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「何故、欧米人に「何故、欧米人にはは不便な日本」か？不便な日本」か？
米国米国CNNCNNアンカーキャスターアンカーキャスター

リチャード・クエストさんの指摘リチャード・クエストさんの指摘

・携帯が使えない・携帯が使えない
電波方式が異なる電波方式が異なる

・キャッシュカードが使えない・キャッシュカードが使えない
ガードがかかっているガードがかかっている

・成田からタクシーが使えない・成田からタクシーが使えない
料金が高すぎる料金が高すぎる
ドライバーが英語を話せないドライバーが英語を話せない

このような声に耳を傾けよう

そして、多くの人から
「成田空港は遠すぎるし、ハブ機能がない」



40943-98
Innovation Associates

孔があいたのが舳先で
なくてよかったよ・・・

縦割り思考から
Holistic 思考へ

SDMはシステム全体を視野に
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「木を見て森も見る」 構想立案・提言力

「森を見て木も見る」 詳細設計・分析力

＋

次世代のリーダーを育成
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広範な知識の
集積/活用能力

国際交渉力・統率力

プロジェクト情報システム
の統合/改善/活用能力

プロジェクトリーダプロジェクトリーダ
ホリスティック/クリ
エイティブな発想

恐れを知らぬ
英語力

プロジェクト・リーダの資質は？
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システムズエンジニアリング
有用性について

‐ HTVの開発を通じて ‐

白坂成功

慶応大学SDM准教授

shirasaka@z3.keio.jp
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自己紹介

• 1994年東京大学大学院工学系研究科 航空宇宙工学専攻 修士課程修了

• 1994年三菱電機(株）入社

• おりひめひこぼし（技術試験衛星VII型）における人工衛星搭載ロボットのた

めの運用設備の開発

• ランデブードッキング試験設備の開発

• 宇宙ステーション輸送機（HTV:H‐II Transfer Vehicle）のシステム設計

• ドイツAstrium社に駐在（ESAの衛星システムシミュレータ開発）

• HTV地上運用システムのシステム設計

• 準天頂衛星システムにおいて、総合システム開発のプロジェクト管理、シス
テム設計

• HTVシステム部門

• 慶応大学非常勤准教授（2004年より慶應にてシステムエンジニアリングの授

業を実施）
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目的

• 実例（HTV開発）を通じて、実務におけるシ

ステムズエンジニアリングの有用性を説明

1. きっかけ：安全性設計

2. 活用１：End‐To‐End試験計画

3. 活用２：分散シミュレータ開発

Photo by NASA
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きっかけ：安全性設計

• 要求はたった２つ。（2Fail Safe, 1 Fail Operative)

• 世界初：NASA ISS コンピュータ安全要求（CBCS要
求）のVisiting Vehicleへの適用

• Space Shuttle（最後はクルー）からISS（クルーに

頼れない）へ

• HTV全体への要求を、各機器のH/Wあるいは
S/Wへの要求へブレークダウン要

– 独自にやり方を考え、設計を実施。

• システムズエンジニアリングのやり方で対応可能
なことを知る。
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活用１：End‐To‐End試験計画

• 国・組織を超えた複数システムが正しく動作するた
めの検証試験（ End‐To‐End試験）計画の策定

• 効率良く、確実に検証するための試験計画

• システムアーキテクチャ／インテグレーションの技術
を活用。NASAも全面的に合意。

• 2006年ISTSにて発表「H‐II Transfer Vehicle’s End‐To‐End Test Concept」
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高精度なHTV
シミュレータ

高精度なHTV
シミュレータ

高精度な ISS
シミュレータ

高精度な ISS
シミュレータ

データ交換による協調動作

活用２：分散シミュレータ開発

• 運用手順確認、訓練のためNASA／JAXA間を専用

線でつなぎ、同期的にシミュレータを動作

• 計画当初は技術的実現性も不透明

• システム開発プロセスモデルを活用し、リスクを低
減しながら開発

• HTV運用成功の立役者

– 50回を超える合同訓練

– 多くの手順の見直し

– NASAとの意思疎通改善

– NASAのHTVに対する理解増大
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まとめ

• システムズエンジニアリングの活用により
» 未経験の問題を解決

1. きっかけ：安全性設計
2. 活用１：End‐To‐End試験計画

3. 活用２：分散シミュレータ開発

さらなる未経験の問題を解決． ． ．

「保険金未払い問題に対するアーキテクチャの設計」
(INCOSE 2008)

「木を見て森も見る」、 「森を見て木も見る」

の両方を忘れないでください！
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ご静聴ありがとうございました

Photo by NASA
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